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成田良治君ライラ関係役員の方、大変ご苦労様で

した。成功利に終り、心からおよろこびI:ﾄ'し上げます。

大口弘和君ライラセミナーご協力有雌うございま

した。

秋山茂則君、伊原正躬君、三好親君、本山孝

君、西野英樹君、佐久間良治君、佐野寛君、笹野

義春君、鈴木正男君、田部井良和君、谷口優君、

舎人経昭君、山田壽勝君、吉田節美君、吉田

玄君ライラ雌輌終わりました。

池田隆君、小林明君、牧野登志子さん

会員誕生I I祝い。

足立一成君、伊豫田博明君、菊池昭元君、水谷

祥督君、尾関武弘君犬人誕ﾉkl:l祝い。

伊藤健文君、小坂井盛雄君、黒野貞夫君、宮尾

紘司君、駕谷龍男君、鈴木理之君、山本眞輔君

結蛎記念I I祝い。

水野民也君ライラセミナー成功おめでとう。孫の

茂洋がブラジルに無事符いたという使りがありまし

た。 ホ,'ill;!肥念1 1祝い。

森幸一君｛;¥様ライラセミナーごi'''f労様でした。絲

幡記念I I I)Jい・

和田正敏君ライラセミナー街様ご蒜労様でした。

松勝さん色々ありがとうございました。会員誕碓I I祝

い。絲僻I氾念1 1祝い。

中山信夫君251 1 , 26FI IIIjl lライラセミナーも無事

に終l'することが出来ました。入谷実付委員長、小1II 、

大l ll,lIMI1姿興隆をはじめ会員の粁様、木》噺にありがと

うございました．ガバナーからも成りjとのお誉めの言

難をm1き、本来でしたら私もスピーチし、お礼IIIし｜も

げるべきところ、胸が・杯でスピーチでお礼I I=Iし_上げ

られそうになくニコボックスを通して、心より皆様の

友怖に感,洲し、お礼IIIし上げます。絲幡記念日祝い｡

矛…鐸…声…響， きようの例会侭彦｡"割,応……当
#第846回平成12年4月4日(火） ビョ
峰:1，《了ミツ琴忘響《億ｼ響,侭響』侭窒‘,‘,胃’割‘侭ｼ挙永響‘債ｼ響侭等，侭露ﾑ,扉:饗"::4，‘,息ｼ響,‘,:ｼ響症,必

卓話"it(情報技術)時代を生きる”

会員神谷 ili↑雄澗

“はじめましてのご挨拶”

会員牧岬微,&j必さん

~、

矛………琴…先週の記録”急…………竜
;第845回平成12年3月28日(火） 曇り；
除響侭琴侭琴宗農4,点‘勢,侭一‘索龍1,‘穂ｼ塑侭偽‘,侭;き‘,‘涙ｼ智徳響《,ご琴《,忌狸,侭響侭:含‘,録必

囹"それでこそロータリー”

圏出席報告

会貝 71(66)紬 出職 il7ｲ'1

出勝率 71.21%

前々回 31 i 1 .1 1 1 (修正出職率) 10()%

囹ゲスト紹介

荷少年交換y:'I: ケイティ ‘ズロムさん

ケイティさんご家族

背少年交換､j::生 ルシアナさん

ホストファミリー ll比111栄j食さん

セントラル愛知交禅楽IJ1 依III ~漁|ﾘl氏

團4月会員誕生日

ノ<谷瀦({l/1) 、池l l l,曲（､!/9)、小林(Iﾘl)イド(l/13)

牧野さん(4/15) 、 イII II I ,{-I (4/28)

へ

’二コボックス｜
萩原喜代子さん 311 161_1～21日まで名古l寸(ドームに

おいてフラワーショーがありました。私どもエレガン

I､ブーケが奨励i!fをいただきました。とても鱸しゅう

ございました。

神谷幹雄君＋;ﾃ様ライラセミナーごIIIf労様でした。

加藤大豊君ライラセミナー大変御,'!f労様でした。

小山雅弘君実ij番貝はじめ皆様人変ありがとうご

ざいました。

松居敬二君 ~利･アドバイスリーダーに感謝11

ライラごI1f労様でした。

松島孝彰君松i11lさん打ち上げありがとう。ライラ

では皆さん、頑帳っていただきました。

松島国際奉仕委員長より交換学生紹介

3j.1 161 1にブラジルから来l lしたルシアナです。

41･1からは縦花学|常|で学ぶことになっております。

木人からは、ルーちゃんと呼んで|くさいとの事です

ので、侍さんもﾉ!;を掛けて|くさい。
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’ 本年麟暴扉一薫 潟厳翻新‘～古き識たずね患新しぎを知憲一 恭細郵噛捌捲INWI してお紗まず。



第2は、中央政府と地力口流体がやることをはっき

り分けて、中央政府の負1･11をなるべく軽くする。 「|!央

政府がやるべきことは、外政と安全保障とインフラ腱､11と

術と飢え死にさせない$1I波の,ﾄ|:会保障です。あとは地

方がすべてやる。ローマ州];|があの広大な紙城を統治

できたのは徹底的なII!央災樅だからであると思うのは

大間違いなのです。 ｜'1央災椎だけではあれほどの広い

ところは統満できません。

当時のローマはEU(欧州連合)の3倍ぐらい広いわ

けで経済だけでなく政論もやるわけですから従って

ローマ帝朧Iは、実は地方分椛でもあったんですね。

つまり中央政府のコスト切り詰めを徹底してやった

わけです。徴税業務等も氏|ﾊlに委託したわけです。あ

のII＃代はインフレもないII､↑代だったから20年位の|H1陥

で|』勢調査をやるだけで| ･分だったのです。そう（う

わけであなたはこれだけの悦金ですよと決めてしまう

わけです。だから徴税'11,11肯はただ単に集めるだけな

のです。しかもそのうち10分の1を貰えるわけですか

ら儲かるわけです。

もちろん徴税額が多いに越したことはないんだけど

それはあらかじめ決まっているわけです。だから現代

の様な納税者とI I;l税庁の駅けり|きのような現象は起こ

り得ないのです。つまりローマはII1央政府のコス|､を

切りつめると云う方針で~l'Iしていたんだと思います。

史にうまくいったIIIII I Iの第3は公共班業費を岱硲付

からの寄付で賄っていたとムうことですね。ローマの

I1'1:接税制は非常にブラシ|､でどちらかと次うと間接税

｢'1心ですから金持ちは金持ちになる一方でこれを放|間：

しておいては社会不安の繩になると云うことで、では

どうしたのかとぶうと税金として取るのではなく公共

jlり災と云う形で彼らにlil:き,' llさせたんです。

絲済と云うのは利洲の辿求が雌も健全な|言I的で慰欲

をi'illがさず儲けさせてあとからIIIIさせようと蚕うこと

です。

つまりローマでは名蘇や椎ﾉJや経済ﾉJに恵まれた人

は道路や公会堂、神殿、競技場などの土木建築に投ず

ることで資産を公共に迷ﾉtさせたわけです。例えば

ローマの巾心だったブォロ・ロマーノにはかつて裁判

や商談をするための公会'$tが建っていましたがこれら

には造った人の名前が越されています。これをilil股化

したのが初代皇帝のアウグストゥスだったのでありま

す。彼の右腕と云われたマエケナスと云う人物がおり

ましてその名前がイタリアI浴ではメチュナーテとぶう

んだそうですが今のメセナと云うのはフランス絡,読み

であります。

結論として塩野さんはまとめとして「私は別にロー

マの朧史が現代I I本にそのまま役立つとは思わない。

あれから2000年たって進歩している筈です。ただ進歩

したことに依って忘れたこともあるのではないでしょ

うか。意外ともっとiii純で糸朴な状態にしている力が

人間の社会生活はうまくいっていたのかも知れない」

と占っております。

2000年昔のローマ帝ILIの税制も参考にして考えても

良いのではないでしょうか。

冑少年交換学生ルシアナさん挨拶
1

こんばんは

私はルシアナです。ブラジルから来ました。 II*,¥;

は,濡せませんが、 これから勉強します。私はI~|木に来

れて大変幸せです。ありがとうございます。

会長よりルーちゃんに花束贈呈

田部井幹事報告 へ

1 .次II1例会終I'後、即!ji役典会を開催致しますので

j;II!'l‘役j､jの方はお残り1〈さい。

2~ ロータリー適川ｲ;l lj"1 ドル1O!l l･'lが、 4Hlllよ

り1091 'lに変史されますので、お知らせ致します。

鴬谷副会長挨拶

今夜は、堀野七生さんの「ローマ人の物語」をとり

あげてみたいと思います。

彼女の作品を鹸初にI沈んだのが「イタリアからの了

紙」であり、読み終わって感じたことは大変すばらし

いlillもIAi l' Iい内容のあるエッセイ雌でありました。

それがきっかけで「ローマ人の物,謡」を読むように

なりました。

92年から2006年にIｲﾘけてローマ'ifIEI興亡の千年の;l l:

人な歴史に取組みIl;き続けておるわけです。

私は、ローマ建l lilの土政から共和政になりそれが帝

政と云う様にそれをここで解脱する被りはありませ

ん。むしろローマ帝llilの税制に|腱lしての誉察が興味深

く感じましたのでその辺をとりあげてお話しをさせて

Inきます。

ローマllf代の税率は税金を11f役で払うローマrl眠を

除けばll!1:接税が収入に対･して10%,11. |統税は5%でそれ

も6親等より速い場合だけです。これら以外は間接税

です

これでまず疑問に思うのはその低率税で何故あのIII

界帝腱lを維持することがIIII来たかと云うことです。

j脇卿さんは大きく分けて3つの理IIIがあると荷って

おります。

節lは教育と医療を「民活」でやっていたとムう史

'だ。と門ってもただiiiに「此満」に頼っていたわけで

はありません。ローマ帝l 'ilの岐大の功労者であるユリ

ウス・カエサルが始めて教育と|欠療に従顎するものに

は肌の色などに関係なくローマ'li民権を与え1画:接税を

免除して優遇したのであります

へ
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囮青少年交換学生ケイティ誕生日祝い
←地区協議会開催間近のお知らせ－、

（ホストクラブ：西春日井RC)

日時 4月15u(土）

登録 9 :30～10:20

本会議・分科会 10:30～16 :00

場所 ウェスティンナゴヤキャッスル

◎特別出席者

◎出席義務者

次期クラブ会良

次期クラブ幹4＃

次期クラブ奉仕委只長

次期会員増強委員

次期職業奉仕委員長

次期社会奉仕委員長

次期環境保全委員便

次期|動|嫌奉仕委員長

次期新世代兼IAC委員長

次期ローターアク|､委員長

次期ロータリー財uImll委員長

次期米山記念奨学委員長

◎入会3年未満出席義務者

池森由幸、神崎1i瘤、加藤

小林俊幸、水谷祥督、森

1111+1 毒勝、 l li本英次
、

大谷和雄

尾関武弘

伊豫田博明

鈴木理之

加藤大豊

魚津常義

三輪 康

松届敬二

小杉啓彰

二村 聰

山本眞輔

小坂井盛雄
秋山茂則

4月17日18歳のバースデイを迎えるケイティにバー

スデイソングとケーキのプレゼン|､。アメリカから来

日のお母様・お兄様の見守る中、ろうそくを吹き消す

ケイティ。

吟嘩Gc>参､c彫､c易譲･；冒慰友愛の日…c*cc玲懲c珍僅CZ&C"c

囮ファゴット演奏

今月の音楽は珍しい

ントラル愛知交稗楽団

ました。

‘ファゴッ|､”という楽器をセ

依|-H語明さんに演奏して頂き
二里

喧雄

幸一

（敬称略)ノ
ローターアクトクラブよりお知らせ

4月第1例会

日時 4月4日（火） 点鐘19:00

場所 名古屋ガーデンパレス
テーマ 「めざそう 1 100%例会」
担当 クラブ奉仕委員会

4月第2例会
日 ll* 4月180(火） 点鐘19:00

場所 名古屋ガーデンパレス
テーマ 「生きることについてNo.4」

担当 専門知識開発委員会

～その他行4$～

名古屋昭和RCとの合同例会

H時 4月17H(月） 登録18:00
点鐘18:30

場所 名古屋東急ホテル

ど”~…お知らせ…"･~･……一・一・-一・~

： ｴﾚｶﾝﾄ･ﾌｰｹが
i ﾌﾗﾜｰﾄｰﾑのﾃｨｽﾌﾚｰｺﾝﾃｽﾄで受賞 I
I ナゴヤドームにて「花咲かドーム」を総合テー！

；マに3月16日から21日まで､花のﾃｨｽﾌﾚｰｺ ；
i ンテストを始め多彩なイベントを一堂に集めて盛i

:大に開催されました。
i フラワーアレンジメントのデザイナーグループi

' として｢ｴﾚｶﾝ'､ ．ﾌｰｹ｣は毎年､ 4小間通！
； しの大型ﾃｨｽﾌﾚｰのｽﾍｰｽの提供をうけてi
i作品を展示しています。代表の萩原喜代子が総合i
;企画に当たり、 ﾒﾙﾎﾙﾝ･フラワー･アレンジI
i メント ･クラスの各教室から参加する研修生が合！

;同のﾁｰﾑを組んで作舶の制作に当たります。 ：
i 今年はテーマを「2000年・花の宇宙」と設定し、 i

"繍澱聯剛韮漁職掌] ；
i と定めて、スペース全体を宇宙と見立て、黒のi
l背景に地球を一'際高く掲げ､ これに二つの星座を；
;配しました。
＄ ＝ ＝.． 一 ‐ ~ －－．． －‐ ~ ~ ‐ ‐ －－－－． §

へ

一例会変更のお知らせ－、
名古屋11"IIRC

名古屋東RC

名古屋名東RC

名古屋名南RC

名古屋和合RC

名古屋東山RC

名古屋昭和RC

名古屋空港RC

4/10(月)6RC合同例会の為

4/13(刺ナゴヤキャッスルにて

4/10(月)6RC合|司例会の為
4/13(和に

4/llGM6RC合同例会の為

4/13(利ナゴヤキャッスルにて

4/11㈹春の家族会の為、

名古屋ドームにて

4/12("6RC合同例会の為

4/13㈱に

4/13"6RC合同例会の為、

ナゴヤキャッスルにて

4/17(月)名古屋名城RACとの

合同例会の為
4/17(月)ファミリー例会の為、
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《"･一一一《"･…《'’第8回ライラセ ナー《"，《'識''一《"．…《"，
『
、
『

第844回平成12年3月25日(土)～26日（日）晴於：愛知県美浜少年自然の家

メインテーマ：地域社会とわたし
サブテーマ：わたしのできる環境保全・わたしのできるボランティア

■特別出席者（22名）■
（敬称略）

(名古屋千種RC)

(豊田RC)

(豊田西RC)

(知立RC)

(半田南RC)

(尾張旭RC)

(岡崎城南RC)

(尾西RC)

(雛ｺｰﾙﾃﾝRC)

(豊田西RC)

(名城RAC)

◎受講生 76RC l52名

（男性63名、女性89名）

ロータリアン75RC 84名

村重彦

藤耕造

谷龍司

部快I員｜

本精志

田清成

藤鶴吉

本康信

山欣也

本鐵夫

木公貞

中山信夫

河原宏是

加藤鈴幸

金子利夫

沢田 佶

横山邦晴

!'リ根啓弍

林 正彦

中村泰明
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次回ホストクラブ会艮
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ガバナー

地区幹那

地区副枠小

酩古駆肺ﾊﾅｰ桃

弼も駆鰄ﾊﾅｰ雛

ガバナーエレク|、

ｶﾊﾅｰｴﾚ外地区幹馴

新世代委員長

新世代副委貝長

ｲﾝﾀｰｱｸﾄ委員長

ローターアク|､委員長

◎出席報告

会貝 71(66)名

出席 56名

出席率 84.85％

前々回 3月7R

('II1臨車)100%

◎ビジター数(3/21) 99名

へ

◎野村ガバナーによる点鐘で午後1時より開誰式が始まり、コラムニストのジョン・ギャスライ |､氏の「21世紀は
地球がｲﾐ役！」の雄調講演後は受講生がそれぞれの分科会に分かれて活発に意見が交された。6時からの懇親会で、
ロータリーバンドの演奏と受講生の岡島朱利さんによるハープ演奏も行われ、見知らぬ者|司志のぎこちなさも柔ら

ぎ、雰|州I気を樵り上げた。
21 luは早朝より参加者全員がラジオ体操にて始まり、 9時3()分からの討論結果発表会では受荊ﾉkがj盟上にl1が

りテーマに洲った意兇・感想などが発表された。

11時15分より行われた閉講式では野村ガバナーにi附評を噸き、全員で“手に手つないで”を合ll畠し2日IHIのセミ
ナーを無4‘終わる事が出来ました。
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識演後、あっという'ﾊlに受荊'kに取り

棚まれながらもT淵〔に応対してドさる

ジョンさん

1つのテーマにそれぞれの

,i,l論が行なわれた

得分科会

野村ガバナーによる点鐡にて，
開識式の飴まり
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受荊生も楽しく懇親会に参加 無窮に終わり参加者全員の顔にも安堵感が
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